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概要
ポリシーを使用したスマートライセンシングは、ライセンスのさまざまな側面をシームレスに

体験できるソフトウェアライセンス管理ソリューションです。

•ライセンスの購入または注文：既存の流通チャネルからライセンスを購入し、CiscoSmart
SoftwareManager（CSSM）ポータルを使用して製品インスタンスとライセンスを表示しま
す。

後払いライセンスを注文することもできます。CSSMで各ライセンスを確認することもで
きます。ライセンスはサブスクリプション IDとともにリストされます。
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新しいハードウェアまたはソフトウェアの注文の場合、シスコ

は、次のアイテムを工場でインストールすることで、Smart
Licensing Using Policyの実装を簡素化します（用語については、
以下の「概念（9ページ）」の項で説明します）。

•カスタムポリシー（使用可能な場合）

•承認コード（該当する場合のみ）この場合、注文時にスマー
トアカウントとバーチャルアカウントの情報を入力する必要

があります。

• CSSMに送信されるデータの信頼性を保証する信頼コード。
これは、Cisco IOS XE cupertino 17.7.1a以降でインストールさ
れます。この信頼コードは、CSSMとの通信には使用できま
せん。

（注）

•使用：ほとんどのライセンスは適用（エンフォース）されません。つまり、ソフトウェア
とそれに関連付けられているライセンスの使用を開始する前に、キーの登録や生成などの

ライセンス固有の操作を完了する必要はありません。輸出規制および適用されたライセン

スのみ、使用前にシスコの承認が必要です。ライセンスの使用状況はタイムスタンプとと

もにデバイスに記録され、必要なワークフローは後日完了できます。

•ライセンスの使用状況をCSSMにレポート：ライセンス使用状況レポートには複数のオプ
ションを使用できます。Cisco Smart Licensing Utility（CSLU）を使用し、使用状況情報を
CSSMに直接報告し、コントローラ（CiscoDNACenterやCiscovManageなど）を使用し、
Smart Software Managerオンプレミス（SSMオンプレミス）を展開して製品とライセンス
をオンプレミスで管理できます。使用状況情報をダウンロードしてCSSMにアップロード
する、クローズドネットワークのオフラインレポートのプロビジョニングも使用できま

す。

使用状況レポートはプレーンテキストの XML形式です。リソース使用率測定レポートの
例を参照してください。

•調整：差分請求が適用される状況用（購入と消費を比較して差分がある場合）。これは、
後払いライセンスを使用する場合に適用され、使用量に応じて請求されます。

サポート対象製品
このセクションでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートするCiscoIOS-XE
製品インスタンスについて説明します。特に指定のない限り、製品シリーズのすべてのモデル

（製品 IDまたは PID）がサポートされます。
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表 1 :ポリシーを使用したスマートライセンシング：サポート対象製品

サポートが導入された

ときの導入リリース

製品シリーズ製品カテゴリ

Ciscoアグリゲーション、統合、およびクラウドサービスルータ

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータ

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーション
サービスルータ

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

Ciscoクラウドサービスルータ 1000v

（CSRv.binイメージから Catalyst 8000Vソフ
トウェアイメージにアップグレードする必要

があります）。

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

シスコサービス統合型仮想ルータ

（ISRv.binイメージからCatalyst 8000Vソフト
ウェアイメージにアップグレードする必要が

あります）。

Cisco Catalyst 8000エッジプラットフォームファミリ

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

Catalyst 8200シリーズエッジプラットフォー
ム

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォー
ム

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォー
ム

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

Catalyst 8000Vエッジソフトウェア

Ciscoターミナルサービスゲートウェイ

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

Cisco 1100ターミナルサービスゲートウェイ
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アーキテクチャ
ここでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングの実装に含めることができるさまざま

なコンポーネントについて説明します。

製品インスタンス

製品インスタンスとは、Unique Device Identifier（UDI）によって識別されるシスコ製品の単一
インスタンスです。

製品インスタンスは、ライセンス使用状況（RUMレポート）を記録および報告し、期限切れ
のレポートや通信障害などに関するアラートとシステムメッセージを提供します。RUMレポー
トおよび使用状況データは、製品インスタンスに安全に保存されます。

このドキュメントでは、「製品インスタンス」という用語は、特に明記しない限り、サポート

されているすべての物理および仮想製品インスタンスを指します。このドキュメントの範囲内

にある製品インスタンスについては、サポート対象製品（2ページ）を参照してください。

CSSM
Cisco Smart Software Manager（CSSM）は、一元化された場所からすべてのシスコソフトウェ
アライセンスを管理できるポータルです。CSSMは、現在の要件を管理し、将来のライセンス
要件を計画するための使用傾向を確認するのに役立ちます。

CSSMWeb UIには https://software.cisco.comからアクセスできます。[License]タブで、[Smart
Software Licensing]のリンクをクリックします。

CSSMに接続できるさまざまな方法については、サポートされるトポロジ（16ページ）のセ
クションを参照してください

CSSMでは、次のことができます。

•バーチャルアカウントを作成、管理、または表示する。

•製品インスタンスの登録トークンを作成および管理する。

•バーチャルアカウント間または表示ライセンス間でライセンスを転送する。

•製品インスタンスを転送、削除、または表示する。

•バーチャルアカウントに関するレポートを実行する。

•電子メール通知の設定を変更する。

•仮想アカウント情報を表示する。
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CSLU
Cisco Smart License Utility（CSLU）はWindowsベースのレポートユーティリティで、CSSMに
接続されている間、または切断モードの際の、ライセンス集約ワークフローを提供します。こ

のユーティリティが実行する主な機能は次のとおりです。

•ワークフローのトリガー方法に関するオプションを提供します。ワークフローは、CSLU
や製品インスタンスによってトリガーできます。

•製品インスタンスから使用状況レポートを収集し、その使用状況レポートを対応するス
マートアカウントやバーチャルアカウントにアップロードします。オンラインでもオフラ

イン（ファイルを使用）でも可能です。同様に、RUMレポートACKをオンラインまたは
オフラインで収集し、製品インスタンスに返送します。

•承認コード要求を CSSMに送信し、承認コード1を CSSMから受信します。

CSLUは、次の方法で実装に含めることができます。

• CSSMに接続されているスタンドアロンツールとして CSLUを使用するためのWindows
アプリケーションをインストールします。

• CSSMから切断されているスタンドアロンツールとしてCSLUを使用するためのWindows
アプリケーションをインストールします。このオプションを使用すると、必要な使用状況

情報がファイルにダウンロードされ、CSSMにアップロードされます。これは、外部と接
続していないネットワークに適しています。

• Cisco DNA Centerなどのコントローラに（シスコが）組み込みます。

• Linuxを実行しているマシン（ラップトップまたはデスクトップ）にCSLUを導入します。

CSLUは、Windows 10および Linuxオペレーティングシステムをサポートします。利用可能な
最新バージョンのCSLUを常に使用することをお勧めします。リリースノートおよび最新バー
ジョンをダウンロードするには、[Software Download]ページの [Smart Licensing
Utility]https://software.cisco.com/download/home/286285506/typeをクリックします。

CSLUは Cisco SD-WAN（Cisco vManage）ではサポートされておらず、CSLUを使用して Cisco
vManageによって管理されるルーティング製品インスタンスのライセンス使用状況を報告する
ことはできません。

（注）

コントローラ

複数の製品インスタンスを管理する管理アプリケーションまたはサービス。

1 CSLUを使用して、コントローラモード（Cisco SD-WAN機能用）で動作するシスコルータの承認コード要求を転送できます。
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サポートされているコントローラ、コントローラをサポートする製品インスタンス、およびコ

ントローラと製品インスタンスで必要な最小ソフトウェアバージョンに関する情報を次の表に

示します。

•コントローラのサポート情報：Cisco DNA Center

•コントローラのサポート情報：Cisco vManage

表 2 :コントローラのサポート情報：Cisco DNA Center

サポート対象製品インスタンスCisco IOS XEに必要な
最小バージョン

3
Smart Licensing Using
Policyへ移行するため
に必要な Cisco DNA
Centerの最小バージョ
ン

2

Ciscoアグリゲーションルータ、統合型ルー
タ、およびクラウドサービスルータ：

• Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータ

• Cisco 1000シリーズサービス統合型ルー
タ

• Cisco 4000シリーズサービス統合型ルー
タ

Cisco Catalyst 8000エッジプラットフォーム
ファミリ：

• Catalyst 8300シリーズエッジプラット
フォーム

• Catalyst 8500シリーズエッジプラット
フォーム

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Cisco DNA Centerリ
リース 2.2.2

Cisco Catalyst 8000エッジプラットフォーム
ファミリ：

• Catalyst 8200シリーズエッジプラット
フォーム

Ciscoターミナルサービスゲートウェイ：

• Cisco 1100ターミナルサービスゲート
ウェイ

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

2
このコントローラに必要な最小バージョン。これは、特に明記されていない限り、後続

のすべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。
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3
製品インスタンスの Cisco IOS-XEに必要な最小バージョンこれは、特に明記されていな
い限り、後続のすべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。

Cisco DNA Centerの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/dna-center/series.htmlでサポート
ページを参照してください。

表 3 :コントローラのサポート情報：Cisco vManage

サポート対象製品インスタンスCisco IOS XEに必要な
最小バージョン

5
Smart Licensing Using
Policyへ移行するため
に必要な Cisco
vManageの最小バー
ジョン

4

サポート対象製品インスタンスの最新リスト

については、CiscoSD-WANスタートアップガ
イド→「LicenseManagement for Smart Licensing
Using Policy」→「SupportedDevices」を参照し
てください。

Cisco IOSXEBengaluru
17.5.1a

Cisco vManageリリー
ス 20.5.1

4
このコントローラに必要な最小バージョン。これは、特に明記されていない限り、後続

のすべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。
5
製品インスタンスの Cisco IOS-XEに必要な最小バージョンこれは、特に明記されていな
い限り、後続のすべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。

Cisco vManageの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/series.html
でサポートページを参照してください。

サポートされているコントローラでトポロジを実装する方法については、コントローラを介し

て CSSMに接続（21ページ）を参照してください。

SSMオンプレミス
Smart Software Managerオンプレミス（SSMオンプレミス）は、CSSMと連動するアセットマ
ネージャです。これにより、CSSMに直接接続する代わりに、オンプレミスで製品とライセン
スを管理できます。

SSMオンプレミスで Smart Licensing Using Policyを実装するために必要なソフトウェアバー
ジョンについては、次を参照してください。

サポート対象製品インスタン

ス

Cisco IOS XEに必要な最小バー
ジョン

7
Smart Licensing Using Policyに
必要な SSMオンプレミスの最
小バージョン

6

すべてのサポート対象製品

（2ページ）
Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.3バージョン 8、リリース

202102
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6
必要な SSMオンプレミスの最小バージョンこれは、特に明記されていない限り、後続の
すべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。

7
製品インスタンスに必要な最小ソフトウェアのバージョンこれは、特に明記されていな

い限り、後続のすべてのリリースでサポートが継続されることを意味します。

サポート対象製品インスタン

ス

MSLAによる Smart Licensing
Using Policyに必要な最小Cisco
IOS XEバージョン

MSLAによる Smart Licensing
Using Policyに必要な最小SSM
オンプレミスバージョン

Catalyst 8000Vエッジソフト
ウェア

詳細については、MSLA（8
ページ）を参照してくださ

い。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1バージョン 8、リリース
202206

SSMオンプレミスの詳細については、ソフトウェアダウンロードページの Smart Software
ManagerOn-Prem [英語]を参照してください。ドキュメントリンクを表示するには、.isoイメー
ジにカーソルを合わせます。

MSLA
マネージドサービスライセンス契約（MSLA）は、ネットワーク内の製品インスタンスで使
用するライセンスについてシスコと締結する契約です。この契約により、ライセンスの使用状

況をシスコに報告し、使用するライセンスを前払いする代わりに、ライセンスの使用量に対し

て請求されることになります。契約条件の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/about/
legal/msla-direct-product-terms.htmlを参照してください。

MSLAを使用すると、Cisco commerce workspace（CCW）でサブスクリプション ID付きのライ
センスを注文できます。ライセンスは、対応するサブスクリプション IDとともに、CSSMの
指定されたスマートアカウントおよびバーチャルアカウントに保管されます。

サポート対象製品インスタンスMSLAによる Smart Licensing Using Policyに必
要な最小 Cisco IOS XEバージョン

自律モードで実行されている Catalyst 8000V
エッジソフトウェアのみ。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1

このMSLAは、製品インスタンスが Cisco vManageによって管理される SD-WANコントロー
ラモードで実行されている製品インスタンスで利用可能なMSLAとは異なります。

（注）

サブスクリプション IDを持つライセンスを使用する製品インスタンスも、「ユーティリティ
モード」で有効にする必要があります。その後、製品インスタンスは、すべてのライセンス

ワークフローを完了するために、CSSMと直接、または CSLUや SSMオンプレミスを介して
相互作用するように構成するか、切断モードで動作するように構成できます。
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このような製品インスタンスでサポートされるトポロジの詳細については、「ユーティリティ

モード」を参照してください。

概念
ここでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングの主要な概念について説明します。

ライセンス執行（エンフォースメント）タイプ

所与のライセンスは、3つの適用タイプのいずれかに属します。適用タイプは、ライセンスを
使用する前に承認が必要かどうかを示します。

•不適用または非適用

ライセンスの大半はこの適用タイプに属します。不適用ライセンスは、外部との接続がな

いネットワークで使用する前、または接続されたネットワークでの登録前に承認を必要と

しません。このようなライセンスの使用条件は、エンドユーザライセンス契約（EULA）
に基づきます。

•適用

この適用タイプに属するライセンスは、使用前に承認が必要です。必要な承認は承認コー

ドの形式で行われ、対応する製品インスタンスにインストールする必要があります。

適用ライセンスの例としては、シスコの産業用イーサネットスイッチで利用可能なMedia
Redundancy Protocol（MRP）クライアントライセンスがあります。

•輸出規制

この適用タイプに属するライセンスは米国の取引規制法によって輸出が制限されていて、

これらのライセンスは使用前に承認が必要です。これらのライセンスの場合も、必要な承

認コードは、対応する製品インスタンスにインストールする必要があります。シスコは、

ハードウェア購入の際に発注がある場合、輸出規制ライセンスをプリインストールするこ

とがあります。

輸出規制ライセンスの例としては、特定のシスコルータで使用可能な高セキュリティ

（HSECK9）ライセンスがあります。

適用および輸出規制ライセンスのリストは限定されています。シスコは、ハードウェア購入の

際に発注がある場合、輸出規制および適用ライセンスに必要な承認をプリインストールするこ

とがあります。完全で最新のリストについては、「承認コード」セクションの表 4 : SLACを
必要とするライセンス（10ページ）を参照してください。

ライセンス継続期間

これは、購入したライセンスが有効な期間を指します。所与のライセンスは、上記のいずれか

の適用タイプに属し、次の期間有効です。
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•永久：このライセンスには使用期限日はありません。

•サブスクリプション：ライセンスは特定の日付まで有効です。

承認コード

スマートライセンシング承認コード（SLAC）は、輸出規制または適用（エンフォース）ライ
センスの有効化および継続使用を可能にします。承認コードは製品インスタンスにインストー

ルされます。使用しているライセンスに承認コードが必要な場合は、CSSMから要求できま
す。

SLACを削除してCSSMライセンスプールに戻すことができます。ただし、これを行うには、
まずライセンスを使用する機能を無効にする必要があります。使用中のSLACは返却できませ
ん。

表 4 : SLACを必要とするライセンス

ライセンス適用タイプ

HSECK9輸出規制

MRPクライアント

MRPマネージャ

適用

上記のライセンススループットに加えて、250 Mbps（Tier 2以上）を超えるライセンスには
SLACが必要です。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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表 5 : SLACを必要とするスループットレベル

その他の考慮事項SLACを必要とするスループッ
トレベル

製品インスタンス

製品インスタンスに次のいず

れかがすでに含まれている場

合は、SLACを再度インストー
ルする必要はありません。

• HSECK9ライセンス用の
SLAC

• HSECK9 PAKライセンス

• HSECK9ライセンスを含
む SLR承認コード

250 Mbpsを超える暗号化され
たスループット

Cisco 4000シリーズサービス
統合型ルータ

Cisco 1100ターミナルサービ
スゲートウェイ

250 Mbpsを超える暗号化され
たスループット

Cisco 1000シリーズサービス
統合型ルータ

Catalyst 8200シリーズエッジ
プラットフォーム

Catalyst 8300シリーズエッジ
プラットフォーム

Catalyst 8500シリーズエッジ
プラットフォーム

Catalyst 8000Vエッジソフト
ウェア

250 Mbpsを超える暗号化およ
び非暗号化スループット（合

計）

Catalyst 8000Vエッジソフト
ウェア

（Cisco IOSXEBengaluru 17.4.1
のCatalyst 8000Vソフトウェア
イメージが必要とされるCisco
Cloud Services Router 1000vお
よび Cisco Integrated Services
Virtual Routerにも適用されま
す）

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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以前のライセンスモデルから Smart Licensing Using Policyにアップグレードする場合、いずれ
かのライセンスを所有している可能性があり、各ライセンスには固有の承認コードである特定

のライセンス予約（SLR）、製品アクティベーションキー（PAK）、パーマネントライセンス
予約（PLR）があります。

SLR承認コードは、ポリシーを使用したスマートライセンシングへのアップグレード後にサ
ポートされるようになります。

PAK履行済みライセンスを所有している場合は、PAKライセンスのスナップショット （47
ページ）を参照して必要なタスクを完了し、PAK履行済みライセンスを引き続き使用してくだ
さい。

パーマネントライセンス予約（PLR）承認コードを所有していて、引き続き使用する場合は、
Smart Licensing Using Policy環境のパーマネントライセンス予約（50ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

ポリシー

ポリシーは、製品インスタンスに次のレポート手順を提供します。

• License usage report acknowledgement requirement (Reporting ACK required)：ライセンス使用
状況レポートは RUMレポートと呼ばれ、確認応答は ACKと呼ばれます（「RUMレポー
トおよびレポート確認応答」を参照）。これは、この製品インスタンスのレポートにCSSM
確認応答が必要かどうかを指定する yesまたは noの値です。デフォルトポリシーは常に
「yes」に設定されます。

• First report requirement (days)：最初のレポートは、ここで指定した期間内に送信される必
要があります。

この値がゼロの場合、最初のレポートは必要ありません。

• Reporting frequency (days)：次の RUMレポートは、ここで指定した期間内に送信される必
要があります。

ここの値がゼロの場合、使用状況が変更されない限り、以降のレポートは必要ありませ

ん。

• Report on change (days)：ライセンスの使用状況が変更された場合は、ここで指定した期間
内にレポートが送信される必要があります。

ここの値がゼロの場合、使用状況の変更時のレポートは必要ありません。

ここの値がゼロでない場合は、変更を加えた後にレポートが必要です。次に示すすべての

シナリオは、製品インスタンスのライセンス使用状況における変更としてカウントされま

す。

•消費されたライセンスの変更（別のライセンスへの変更やライセンスの追加または削
除を含む）。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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•ライセンスの消費なしから 1つ以上のライセンスの消費への移行。

• 1つ以上のライセンスの消費からライセンスの消費なしへの移行。

製品インスタンスがライセンスを使用していない場合、ポリシーのレポート要件（最初のレ

ポート要件、レポート頻度、変更に関するレポート）のいずれかにゼロ以外の値が設定されて

いても、レポートは必要ありません。

（注）

ポリシー選択について

CSSMは、製品インスタンスに適用されるポリシーを決定します。特定の時点で使用されてい
るポリシーは1つだけです。ポリシーとその値は、使用されているライセンスなど、さまざま
な要因に基づいています。

Cisco defaultは、製品インスタンスで常に使用可能なデフォルトポリシーです。他のポリシー

が適用されていない場合、製品インスタンスはこのデフォルトポリシーを適用します。次の表

（表 6 :ポリシー：Cisco default（13ページ））に、Cisco defaultポリシー値を示します。

お客様はポリシーを設定することはできませんが、Cisco Global Licensing Operationsチームに
連絡して、カスタマイズされたポリシーを要求することができます。Support Case Managerに
移動します。[OPEN NEW CASE]をクリックし、[Software Licensing]を選択します。ライセン
スチームから、プロセスの開始や追加情報について連絡があります。カスタマイズされたポリ

シーは、CSSMのスマートアカウントを介して使用することもできます。

適用されているポリシー（使用中のポリシー）とそのレポート要件を確認するには、特権EXEC
モードで show license allコマンドを入力します。

（注）

表 6 :ポリシー：Cisco default

デフォルトポリシー値ポリシー：Cisco default

Reporting ACK required：Yes

First report requirement (days)：0

Reporting frequency (days)：0

Report on change (days)：0

Export (Perpetual/Subscription)

適用タイプが「輸出規

制」のライセンスにの

み適用されます。

（注）

Reporting ACK required：Yes

First report requirement (days)：0

Reporting frequency (days)：0

Report on change (days)：0

Enforced (Perpetual/Subscription)

適用タイプが「適用

（エンフォース）」の

ライセンスにのみ適用

されます。

（注）

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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デフォルトポリシー値ポリシー：Cisco default

Reporting ACK required：Yes

First report requirement (days)：365

Reporting frequency (days)：0

Report on change (days)：90

Unenforced/Non-Export Perpetual8

Reporting ACK required：Yes

First report requirement (days)：90

Reporting frequency (days)：90

Report on change (days)：90

Unenforced/Non-Export Subscription

8 Unenforced/Non-Export Perpetualの場合：デフォルトポリシーの最初のレポート要件（365
日以内）は、ディストリビュータやパートナーからハードウェアやソフトウェアを購入

した場合にのみ適用されます。

RUMレポートおよびレポート確認応答
リソース使用率測定レポート（RUMレポート）は、ポリシーで指定されたレポート要件を満
たすためのライセンス使用状況レポートです。RUMレポートは製品インスタンスによって生
成され、CSSMによって使用されます。製品インスタンスは、ライセンス使用状況情報とすべ
てのライセンス使用状況の変更を、開いている RUMレポートに記録します。システムが決定
した間隔で、開いている RUMレポートが閉じられ、新しい RUMレポートが開かれて、ライ
センスの使用状況の記録が継続されます。閉じられた RUMレポートは、いつでも CSSMに送
信できます。

RUM確認応答（RUMACKまたはACK）はCSSMからの応答であり、RUMレポートのステー
タスに関する情報を提供します。レポートの ACKが製品インスタンスで使用可能になると、
対応する RUMレポートが不要になり、削除できることが示されます。

レポート方式、つまり CSSMへの RUMレポートの送信方法は、実装するトポロジによって異
なります。

CSSMは、最後に受信した RUMレポートに従ってライセンス使用状況情報を表示します。

RUMレポートには、信頼コード要求や SLAC要求などの他の要求が伴う場合があります。そ
のため、受信した RUMレポート IDに加えて、CSSMからの ACKには承認コード、信頼コー
ド、およびポリシーファイルが含まれることがあります。

製品インスタンスに適用されるポリシーによって、レポート要件の次の側面が決まります。

• RUMレポートが CSSMに送信されるかどうか、およびこの要件を満たすために提供され
る最大日数。

• RUMレポートに CSSMからの確認応答（ACK）が必要かどうか。

•ライセンス消費の変化を報告するために提供される最大日数。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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RUMレポートの生成、保存、管理

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1以降、RUMレポートの生成と関連プロセスが次のように最適化
および強化されました。

•製品インスタンスで使用可能なすべての RUMレポートのリストを表示できます（レポー
トの数、それぞれの処理状態、エラーがあるかどうかなど）。この情報は、show license
rum、show license all、show license tech特権 EXECコマンドで入手できます。

• RUMレポートは、処理時間を短縮し、メモリ使用量を削減する新しい形式で保存されま
す。古い形式と新しい形式の違いによって生じる使用状況レポートの不整合を避けるため

に、次の状況では、トポロジに適用される方法で RUMレポートを送信することをお勧め
します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートする以前のリリースから、Cisco
IOS XE Cupertino 17.7.1以降のリリースにアップグレードする場合。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1以降のリリースから、ポリシーを使用したスマートライセン
シングをサポートする以前のリリースにダウングレードする場合。

•継続的なディスク領域とメモリの可用性を確保するために、製品インスタンスは、対象と
見なされる RUMレポートの削除を検出してトリガーします。

信頼コード

製品インスタンスが使用する UDIに関連付けられた公開キー

• RUMレポートに署名します。これにより、改ざんが防止され、データの真正性が確保さ
れます。

• CSSMでセキュア通信を有効化します。

信頼コードを取得する方法は複数あります。

• Cisco IOSXE cupertino 17.7.1a以降は、すべての新規注文に対して工場出荷時に信頼コード
がインストールされています。

出荷時にインストールされた信頼コードは、CSSMとの通信には
使用できません。

（注）

•信頼コードは、IDMトークンを使用して CSSMから取得できます。

ここでは SSMWeb UIで IDトークンを生成して信頼コードを入手して製品インスタンス
にインストールする必要があります。出荷時にインストールされた信頼コードがある場合

は、上書きする必要があります。製品インスタンスが CSSMに直接接続されている場合
は、この方法を使用して、製品インスタンスがCSSMと安全に通信できるようにします。
信頼コードを取得するこの方法は、CSSMに直接接続するすべてのオプションに適用でき
ます。詳細については、CSSMに直接接続（18ページ）を参照してください。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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• Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1以降では、信頼コードは、製品インスタンスが CSLUへの
データ送信を開始するトポロジと、製品インスタンスがエアギャップネットワーク内にあ

るトポロジで自動的に取得されます。

Cisco IOSXECupertino 17.9.1a以降、CSLUが製品インスタンスのデータの取得を開始する
トポロジでは、信頼コードが自動的に取得されます。

出荷時にインストールされた信頼コードがある場合は、自動的に上書きされます。この方

法で取得した信頼コードは、CSSMとのセキュアな通信に使用できます。

対応するトポロジの説明と対応するワークフローを参照して、各シナリオにおける信頼

コードの要求およびインストール方法を確認してください。サポートされるトポロジ（16
ページ）

信頼コードが製品インスタンスにインストールされている場合、show license statusコマンドの
出力の [TrustCode Installed]フィールドに更新されたタイムスタンプが表示されます。例：Trust

Code Installed：2020 年 10 月 9 日 17 時 56 分 19 秒（UTC）

サポートされるトポロジ
このセクションでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングを実装するさまざまな方法

について説明します。各トポロジについて、付属の概要を参照してセットアップの動作設計を

確認し、考慮事項と推奨事項（ある場合）を参照してください。

トポロジを選択した後

トポロジを選択したら、「ポリシーを使用したスマートライセンシングの設定方法：トポロジ

別のワークフロー」の対応するワークフローを参照して、その実装方法を確認してください。

ワークフローにより、トポロジを実装する最も簡単で迅速な方法が提供されます。これらの

ワークフローは、新しい展開用であり、既存のライセンスソリューションからのアップグレー

ド用や移行用ではありません。

初期実装後、追加の設定タスクを実行する必要がある場合（たとえば、一括で承認コードを手

動で要求する場合、または RUMレポートの同期などのメンテナンスタスクを実行する場合）
は、「ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ」を参照してくださ

い。

続行する前に、必ず「サポートされるトポロジ」を確認してください。（注）

CSLUを介して CSSMに接続

概要：

ここでは、ネットワーク内の製品インスタンスはCSLUに接続され、CSLUはCSSMとの単一
のインターフェイスポイントになります。製品インスタンスは、必要な情報を CSLUにプッ

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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シュするように設定できます。または、構成可能な頻度で製品インスタンスから必要な情報を

取得するように CSLUを設定することもできます。

製品インスタンス開始型通信（プッシュ）：製品インスタンスは、CSLUの RESTエンドポイ
ントに接続することで、CSLUとの通信を開始します。送信されるデータには、RUMレポー
ト、および承認コード、UDIに関連付けられた信頼コード、ポリシーの要求が含まれます。必
要な間隔で自動的に RUMレポートを CSLUに送信するように製品インスタンスを設定できま
す。これは、製品インスタンスのデフォルトの方法です。

CSLU開始型通信（pull型）：製品インスタンスからの情報の取得を開始するために、CSLU
は YANGを使用した NETCONF、RESTCONF、gRPCのモデル、またはネイティブ REST API
を使用して製品インスタンスに接続します。サポートされるワークフローには、RUMレポー
トの製品インスタンスからの受信とCSSMへの送信、承認コードのインストール、UDIに関連
付けられた信頼コードのインストール、およびポリシーの適用が含まれます。

図 1 :トポロジ：CSLUを介して CSSMに接続

考慮事項または推奨事項：

ネットワークのセキュリティポリシーに応じて通信方法を選択します。

リリースごとの変更と拡張：

このセクションでは、このトポロジに影響するリリースごとのソフトウェアの重要な変更と拡

張について概説します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降：

•信頼コードの要求とインストール

信頼コードが製品インスタンスで使用できない場合、製品インスタンスは RUMレポート
の一部として、信頼コードの要求を検出し、自動的に要求を含めます。CSSMからの対応
するACKには信頼コードが含まれています。出荷時にインストールされた既存の信頼コー

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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ドがある場合は、自動的に上書きされます。この方法で取得した信頼コードは、CSSMと
の通信に使用できます。

これは、スタンドアロンおよび高可用性設定でサポートされます。高可用性設定では、ア

クティブな製品インスタンスは、信頼コードが使用できないすべての接続製品インスタン

スの信頼コードを要求します。

このリリースでは、この拡張は、製品インスタンス開始モードにのみ適用されます。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1a以降：

•信頼コードの要求とインストール

このリリースから、信頼コードの要求とインストールはCSLU開始モードでもサポートさ
れています。

• Virtual Routing and Forwarding（VRF）のサポート

すべてのライセンスデータを送信するように VRFを設定できます。そのため、製品イン
スタンスは VRFをサポートするインスタンスである必要があります。また、このトポロ
ジを実装する場合は、製品インスタンス開始モードを実装する必要があります。

• RUMレポートスロットリング

製品インスタンス開始モードでは、レポートの最小頻度は1日に制限されます。これは、
製品インスタンスが 1日に複数の RUMレポートを送信しないことを意味します。これに
より、特定のライセンスに対して生成および送信される RUMレポートが多すぎるという
問題が解決されます。また、RUMレポートの過剰な生成によって引き起こされたメモリ
関連の問題とシステムのスローダウンも解決します。

特権 EXECモードで license smart syncコマンドを入力すると、スロットリングの制限を
オーバーライドできます。

RUMレポートスロットリングは、17.3.xトレインの Cisco IOS XEAmsterdam 17.3.6以降の
リリース、および 17.6.xトレインの Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.4以降のリリースにも適
用されます。17.9.1以降、RUMレポートスロットリングは後続のすべてのリリースに適
用されます。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：CSLUを介してCSSMに接続を参照
してください。

CSSMに直接接続

概要：

このトポロジは、スマートライセンシングの以前のバージョンで使用でき、ポリシーを使用し

たスマートライセンシングで引き続きサポートされます。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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ここでは、製品インスタンスからCSSMへの直接かつ信頼できる接続を確立します。直接接続
には、CSSMへのネットワーク到達可能性が要求されます。その後、製品インスタンスがメッ
セージを交換し、CSSMと通信するには、このトポロジで使用可能な転送オプションのいずれ
かを設定します（以下を参照）。最後に、信頼を確立するには、CSSMの対応するスマートア
カウントとバーチャルアカウントから IDトークンを生成し、製品インスタンスにインストー
ルする必要があります。

出荷時にインストールされた信頼コードは、CSSMとの通信には使用できません。つまり、こ
のトポロジでは、CSSMWeb UIで IDトークンを生成して、信頼コードを入手して製品インス
タンスにインストールする必要があります。出荷時にインストールされた信頼コードがある場

合は、上書きする必要があります。信頼コード（15ページ）も参照してください。

（注）

次の方法で CSSMと通信するように製品インスタンスを設定できます。

•スマート転送を使用して CSSMと通信する。

スマート転送は、スマートライセンシング（JSON）メッセージがHTTPSメッセージ内に
含まれ、製品インスタンスとCSSMの間で交換されることにより通信する転送方法です。
次のスマート転送設定オプションを使用できます。

•スマート転送：この方法では、製品インスタンスは特定のスマート転送ライセンス
サーバ URLを使用します。これは、ワークフローのセクションに示すとおりに設定
する必要があります。

• HTTPSプロキシを介したスマート転送：この方法では、製品インスタンスはプロキ
シサーバを使用してライセンスサーバと通信し、最終的には CSSMと通信します。

• Call Homeを使用して CSSMと通信する。

Call Homeを使用すると、EメールベースおよびWebベースで重大なシステムイベントの
通知を行えます。CSSMへのこの接続方法は、以前のスマートライセンシング環境で使用
でき、ポリシーを使用したスマートライセンシングで引き続き使用できます。次の Call
Home設定オプションを使用できます。

•ダイレクトクラウドアクセス：この方法では、製品インスタンスはインターネット経
由でCSSMに使用状況情報を直接送信します。接続に追加のコンポーネントは必要あ
りません。

• HTTPSプロキシを介したダイレクトクラウドアクセス：この方法では、製品インス
タンスはインターネット経由でプロキシサーバ（Call Home Transport Gatewayまたは
市販のプロキシ（Apacheなど）のいずれか）を介して CSSMに使用状況情報を送信
します。
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図 2 :トポロジ：CSSMに直接接続

考慮事項または推奨事項：

• CSSMに直接接続する場合は、スマート転送が推奨される転送方法です。この推奨事項は
以下に適用されます。

•新規展開

•以前のライセンスモデル。ポリシーを使用したスマートライセンシングへの移行後に
設定を変更します。

•現在 Call Home転送方法を使用している登録済みライセンス。ポリシーを使用したス
マートライセンシングへの移行後に設定を変更します。

Call Homeからスマート転送方式に変更する場合、Smart Licensing
Using Policyを期待どおりに機能させるために「CiscoTAC-1」Call
Homeプロファイルを無効化する必要はありません。

（注）

•以前のライセンスモデルの評価ライセンスや期限切れのライセンス。ポリシーを使用
したスマートライセンシングへの移行後に設定を変更します。

移行後に設定を変更するには、トポロジのワークフロー：CSSMに直接接続の「製品イン
スタンスの設定」にある「接続方法と転送タイプの設定」のオプション1を参照してくだ
さい。

•ユーティリティモード（17.9.1.a以降で使用可能）で動作しているときにこのトポロジを
実装する場合は、スマート転送のみを使用できます。つまり、スマート転送を直接使用す
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るか、HTTPプロキシを介したスマート転送を使用します。Call Homeはユーティリティ
モードではサポートされていません。

リリースごとの変更と拡張：

このセクションでは、このトポロジに影響するリリースごとのソフトウェアの重要な変更と拡

張について概説します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1a以降：

• Virtual Routing and Forwarding（VRF）のサポート

すべてのライセンスデータを送信するように VRFを設定できます。そのため、製品イン
スタンスは VRFをサポートするインスタンスである必要があり、このトポロジを実装す
る場合は、スマート転送オプションのみを使用できます。つまり、スマート転送を直接使

用するか、HTTPプロキシを介したスマート転送を使用します。

• RUMレポートスロットリング

このトポロジでは、レポートの最小頻度は1日に制限されます。これは、製品インスタン
スが 1日に複数の RUMレポートを送信しないことを意味します。これにより、特定のラ
イセンスに対して生成および送信される RUMレポートが多すぎるという問題が解決され
ます。また、RUMレポートの過剰な生成によって引き起こされたメモリ関連の問題とシ
ステムのスローダウンも解決します。

特権 EXECモードで license smart syncコマンドを入力すると、スロットリングの制限を
オーバーライドできます。

RUMレポートスロットリングは、17.3.xトレインの Cisco IOS XEAmsterdam 17.3.6以降の
リリース、および 17.6.xトレインの Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.4以降のリリースにも適
用されます。17.9.1以降、RUMレポートスロットリングは後続のすべてのリリースに適
用されます。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：CSSMに直接接続を参照してくださ
い。

コントローラを介して CSSMに接続
コントローラを使用して製品インスタンスを管理する場合、コントローラはCSSMに接続して
CSSMとのすべての通信のインターフェイスとなります。
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図 3 :トポロジ：コントローラを介して CSSMに接続

Ciscoアグリゲーションルータ、統合型ルータ、およびクラウドサービスルータ、CiscoCatalyst
8000エッジプラットフォームファミリ、およびCiscoターミナルサービスゲートウェイでは、
Cisco DNA Centerと Cisco vManageがコントローラとしてサポートされています。実装するコ
ントローラに応じて、トポロジがどのように動作するように設計されているかについては、次

の対応する項を参照してください。

コントローラとしての Cisco DNA Center

概要：

Cisco DNA Centerがコントローラとして製品インスタンスを管理している場合、製品インスタ
ンスはライセンスの使用状況を記録し、保存しますが、Cisco DNA Centerが RUMレポートを
取得し、CSSMに報告し、製品インスタンスにインストールするために ACKを返すために製
品インスタンスとの通信を開始します。

Cisco DNA Centerで管理する必要があるすべての製品インスタンスは、そのインベントリの一
部である必要があり、サイトに割り当てる必要があります。Cisco DNA CenterはNETCONFプ
ロトコルを使用して設定をプロビジョニングし、製品インスタンスから必要な情報を取得しま

す。したがって、これを容易にするために製品インスタンスでNETCONFを有効にする必要が
あります。

レポートの要件を満たすために、Cisco DNACenterはCSSMから該当するポリシーを取得し、
次のレポートオプションを提供します。

• Ad hoc reporting：必要に応じてアドホックレポートをトリガーできます。

• Scheduled reporting：ポリシーで指定されたレポート頻度に対応し、Cisco DNA Centerに
よって自動的に処理されます。
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製品インスタンスが定期レポートの対象となる前に、アドホックレポートを少なくとも1回実
行する必要があります。

（注）

最初のアドホックレポートにより、Cisco DNA Centerは、後続の RUMレポートをアップロー
ドする必要があるスマートアカウントとバーチャルアカウントを決定できます。製品インスタ

ンスのアドホックレポートが一度も実行されていない場合は、通知されます。

Cisco DNA Centerでは、SLACのインストールと削除ができます。SLACのインストールと削
除は、単一の製品インスタンスでも、複数の製品インスタンスでも実行できます。

Cisco DNA Centerの GUIには、輸出規制ライセンス（HSECK9）と特定の製品インスタンスに
対してのみ、SLACを生成するオプションがあります。表 1を参照してください。

（注）

信頼コードは必要ありません。

考慮事項または推奨事項：

これは、Cisco DNA Centerを使用している場合に推奨されるトポロジです。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：コントローラを介してCSSMに接続
のコントローラとしての Cisco DNA Centerの使用を参照してください。

コントローラとしての Cisco vManage

概要：

CiscovManageをコントローラとして使用して製品インスタンスを管理する場合、CiscovManage
は CSSMに接続して CSSMとのすべての通信のインターフェイスとなります。

CiscovManageはライセンスの使用状況を記録し、RUMレポートを生成し、24時間ごとにRUM
レポートを CSSMに送信します。この時間はポリシーによって決定される固定のレポート間
隔であり、変更できません。CSSMから返された RUM ACKも Cisco vManageに送信されま
す。

製品インスタンスが Cisco vManageによって管理されている場合、製品インスタンスではライ
センス使用状況情報の保存や RUMレポートの生成は行われません。

Cisco vManageポータルでは、エッジデバイスにライセンスを割り当て、使用されているライ
センスおよび割り当てに使用可能なライセンスに関する情報を確認できます。
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Cisco vManageポータルには、SLACのインストールオプションはありません。輸出規制ライ
センスまたは250Mbpsを超えるスループットを使用するには、製品インスタンスで必要なCLI
コマンドを使用して SLACを要求してインストールするか、CSSMからファイルをダウンロー
ドして製品インスタンスに同様にインストールする必要があります。

以前のライセンス環境の HSECK9ライセンスを使用している場合は、ポリシーを使用したス
マートライセンシングへの移行後に同じライセンスがサポートされます。この場合、SLACを
再度インストールする必要はありません。

SLACのインストールの詳細については、「コントローラとしての Cisco vManageの使用」を
参照してください。

（注）

Cisco vManageでライセンス管理を処理する方法の詳細については、Cisco SD-WANスタート
アップガイドの「LicenseManagement for Smart LicensingUsing Policy」セクションを参照してく
ださい。

考慮事項または推奨事項：

これは、Cisco vManageを使用している場合に推奨されるトポロジです。

Cisco IOSXEBengaluru 17.5.1a以降：Cisco SD-WANはCSSMと連携して動作し、Cisco SD-WAN
で動作するデバイスに対して Cisco vManageによるライセンス管理を提供します。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.2〜 Cisco IOS XE Bengaluru 17.4.x：Cisco vManageはコントローラ
としてサポートされていますが、ライセンス管理はサポートしていません。Cisco SD-WANコ
ントローラモードで実行されているエッジデバイスは、HSECK9ライセンスの処理を除き、ポ
リシーを使用したスマートライセンシングの他の機能をサポートしていません。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：コントローラを介してCSSMに接続
の「コントローラとしての Cisco vManageの使用」を参照してください。

CSLUは CSSMから切断

概要：

ここでは、製品インスタンスがCSLUと通信し、製品インスタンス開始の通信またはCSLU開
始の通信を実装するオプションがあります（CSLUを介してCSSMに接続のトポロジと同様）。
CSLUとCSSM間の通信のもう一方はオフラインです。CSLUには、CSSMから切断されたモー
ドで動作するオプションがあります。

CSLUとCSSM間の通信は、署名済みファイルの形式で送受信され、オフラインで保存された
後、場合によっては CSLUまたは CSSMにアップロードまたはダウンロードされます。
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図 4 :トポロジ：CSLUは CSSMから切断

考慮事項または推奨事項：

ネットワークのセキュリティポリシーに応じて通信方法を選択します。

リリースごとの変更と拡張：

このセクションでは、このトポロジに影響するリリースごとのソフトウェアの重要な変更と拡

張について概説します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降：

•信頼コードの要求とインストール

信頼コードが製品インスタンスで使用できない場合、製品インスタンスは、CSLUに送信
される RUMレポートの一部として要求を検出し、自動的にその要求を含めます。この要
求は、CSSMにアップロードされます。CSSMからダウンロードする ACKには信頼コー
ドが含まれています。出荷時にインストールされた既存の信頼コードがある場合は、自動

的に上書きされます。この方法で取得した信頼コードは、CSSMとの通信に使用できま
す。

これは、スタンドアロンおよび高可用性設定でサポートされます。高可用性設定では、ア

クティブな製品インスタンスは、信頼コードが使用できないメンバーやスタンバイの信頼

コードを要求します。

このリリースでは、この拡張は、製品インスタンス開始モードにのみ適用されます。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1a以降：

•信頼コードの要求とインストール

このリリースから、信頼コードの要求とインストールはCSLU開始モードでもサポートさ
れています。
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• Virtual Routing and Forwarding（VRF）のサポート

すべてのライセンスデータを CSLUに送信するように VRFを設定できます。そのため、
製品インスタンスは VRFをサポートするインスタンスである必要があります。また、こ
のトポロジを実装する場合は、製品インスタンス開始モードを実装する必要があります。

• RUMレポートスロットリング

製品インスタンス開始モードでは、レポートの最小頻度は1日に制限されます。これは、
製品インスタンスが 1日に複数の RUMレポートを送信しないことを意味します。これに
より、特定のライセンスに対して生成および送信される RUMレポートが多すぎるという
問題が解決されます。また、RUMレポートの過剰な生成によって引き起こされたメモリ
関連の問題とシステムのスローダウンも解決します。

特権 EXECモードで license smart syncコマンドを入力すると、スロットリングの制限を
オーバーライドできます。

RUMレポートスロットリングは、17.3.xトレインの Cisco IOS XEAmsterdam 17.3.6以降の
リリース、および 17.6.xトレインの Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.4以降のリリースにも適
用されます。17.9.1以降、RUMレポートスロットリングは後続のすべてのリリースに適
用されます。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：CSLUはCSSMから切断を参照して
ください。

CSSMへの接続なし、CSLUなし

概要：

ここでは、製品インスタンスとCSSMは相互に切断され、他の中間ユーティリティまたはコン
ポーネントはありません。すべての通信は、ファイルのアップロードとダウンロードという形

式です。これらのファイルは、RUMレポート、UDIに関連付けられた信頼コードの要求、お
よび SLAC要求ファイルです。
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図 5 :トポロジ：CSSMへの接続なし、CSLUなし

考慮事項または推奨事項：

このトポロジは、製品インスタンスがネットワークの外部とオンラインで通信できない高セ

キュリティ展開に適しています。

リリースごとの変更と拡張

このセクションでは、このトポロジに影響するリリースごとのソフトウェアの変更と拡張につ

いて概説します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降：

•信頼コードの要求とインストール

製品インスタンスで信頼コードが使用できない場合、製品インスタンスは、ユーザーが保

存し、CSSMにアップロードするRUMレポートに信頼コードの要求を自動的に含めます。
CSSMからダウンロードする ACKには信頼コードが含まれています。

出荷時にインストールされた信頼コードがある場合、ACKをインストールすると自動的
に上書きされます。この方法で取得した信頼コードは、CSSMとのセキュアな通信に使用
できます。

これは、スタンドアロンおよび高可用性設定でサポートされます。高可用性設定では、ア

クティブな製品インスタンスは、信頼コードが使用できないすべての接続製品インスタン

スの信頼コードを要求します。

• SLAC要求とインストール

SLAC要求を生成し、製品インスタンスのファイルに保存できます。保存されたファイル
には、必要なすべての詳細（UDI、ライセンス情報など）が含まれます。この方法では、
SLACを生成するために CSSMWeb UIで必要な詳細情報を収集して入力する必要はあり
ません。RUMレポートおよびACKと同様に、SLAC要求ファイルをCSSMにアップロー
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ドし、SLACコードを含むファイルをダウンロードして製品インスタンスにインストール
する必要があります。

同様に、SLACを返却する場合、正しいバーチャルアカウントの製品インスタンスを見つ
ける必要はありません。RUMレポートと同様に、SLAC返却ファイルをアップロードし
ます。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：CSSMへの接続なし、CSLUなしを
参照してください。

SSMオンプレミス展開

概要：

SSMオンプレミスは、オンプレミスに展開される CSSMの拡張として機能するように設計さ
れています。

ここでは、製品インスタンスが SSMオンプレミスに接続され、SSMオンプレミスが CSSMと
の単一のインターフェイスポイントになります。SSMオンプレミスの各インスタンスは、SSM
オンプレミスのローカルアカウントに必須の登録と同期を通じて、CSSM内のバーチャルアカ
ウントを使用して CSSMに通知する必要があります。

製品インスタンスを管理するために SSMオンプレミスを展開する場合、SSMオンプレミスに
必要な情報をプッシュするように製品インスタンスを設定できます。または、設定可能な頻度

で製品インスタンスから必要な情報をプルするように SSMオンプレミスを設定することもで
きます。

•製品インスタンス開始型通信（プッシュ）：製品インスタンスは SSMオンプレミスの
RESTエンドポイントを接続することでSSMオンプレミスの通信を開始します。送信され
るデータには、RUMレポート、および承認コード、信頼コード、ポリシーの要求が含ま
れます。

このモードでの製品インスタンスと SSMオンプレミス間の通信のオプション：

•必要に応じて、CLIコマンドを使用してSSMオンプレミスに情報をプッシュします。

•スケジュールされた頻度でRUMレポートをSSMオンプレミスに自動的に送信するに
は、CLIコマンドを使用し、レポート間隔を設定します。

• SSMオンプレミス開始型通信（プル）：製品インスタンスからの情報の取得を開始するに
は、SSMオンプレミスで NETCONF、RESTCONF、およびネイティブの REST APIオプ
ションを使用して製品インスタンスを接続します。サポートされるワークフローには、

RUMレポートの製品インスタンスからの受信とCSSMへの送信、承認コードのインストー
ル、信頼コードのインストール、およびポリシーの適用が含まれます。

このモードでの製品インスタンスと SSMオンプレミス間の通信のオプション：
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•必要に応じて（オンデマンドで）、1つ以上の製品インスタンスから使用状況情報を
収集します。

•スケジュールされた頻度で1つ以上の製品インスタンスから使用状況情報を収集しま
す。

SSMオンプレミスでは、レポート間隔が製品インスタンスのデフォルトポリシーに設定されま
す。これは変更できますが、より頻繁に（より短い間隔で）レポートを作成するか、または使

用可能な場合はカスタムポリシーをインストールできます。

SSMオンプレミスで使用状況が使用できるようになったら、同じ間隔で CSSMと同期して、
製品インスタンス数、ライセンス数、およびライセンス使用状況情報が CSSMと SSMオンプ
レミスの両方と同じであることを確認します。SSMオンプレミスと CSSM間の使用状況の同
期オプション：プッシュとプルモードの場合：

• CSSMでアドホック同期を実行します（Ciscoと同期されました）。

•指定した時刻で CSSMとの同期をスケジュールします。

•オフラインで保存されている指名済みファイルを通じて CSSMと通信し、場合によって
SSMオンプレミスまたは CSSMからアップロードするか、またはダウンロードします。

このトポロジでは、SSMオンプレミスとCSSM間で 2つの異なる同期が行われます。1つは、
ローカルアカウントと CSSMとの同期です。この同期は、SSMオンプレミスインスタンスに
CSSMを認識させるためであり、SSMオンプレミスの [Synchronization]ウィジェットを使用し
て実行します。2番目は、CSSMに接続するか、またはファイルをダウンロードおよびアップ
ロードすることのいずれかによるライセンスの使用状況のCSSMとの同期です。ライセンスの
使用状況を同期する前に、ローカルアカウントを同期する必要があります。

（注）

図 6 :トポロジ：SSMオンプレミス展開
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考慮事項または推奨事項：

•このトポロジは、次の状況に適しています。

• CSSMと直接通信せずにオンプレミスで製品インスタンスを管理する場合。

•会社のポリシーにより、製品インスタンスでライセンスの使用状況をシスコ（CSSM）
に直接報告できない場合。

•製品インスタンスがエアギャップネットワーク内にあり、ネットワーク外にあるもの
とオンラインで通信できない場合。

• Smart Licensing Using Policyのサポートとは別に、SSMオンプレミスのバージョン 8の主
な利点は次のとおりです。

•マルチテナント：1つのテナントが 1つのスマートアカウントとバーチャルアカウン
トのペアを構成します。SSMオンプレミスでは複数のペアを管理できます。ここで
は、SSMオンプレミスに存在するローカルアカウントを作成します。CSSMのスマー
トアカウントとバーチャルアカウントのペアへの複数のローカルアカウントのロール

アップ。詳細については、『Cisco Smart SoftwareManager On-PremUser Guide』[英語]
の「About Accounts and Local Virtual Accounts」を参照してください。

CSSMとSSMオンプレミスのインスタンス間の関係は、まだ 1対
1です。

（注）

•スケール：合計 300,000の製品インスタンスをサポートします。

•高可用性：2台の SSMオンプレミスサーバをアクティブ/スタンバイクラスタの形式
で実行できます。詳細については、『Cisco Smart Software On-Prem Installation Guide』
[英語]の「Appendix 4 Managing a High Availability (HA) Cluster in Your System」を参照
してください。

高可用性展開は SSMオンプレミスのコンソールでサポートされており、必要なコマ
ンドの詳細については『Cisco Smart Software On-Prem Console Guide』で確認できま
す。

• CSSMへのオンライン接続とオフライン接続のオプション。

• SSMオンプレミスの制限：

•ライセンス使用の同期を目的としたCSSMとの通信のプロキシサポートが利用できる
のは、バージョン8202108以降のみです。ローカルアカウントの同期を目的とするプ
ロキシの使用はサポートされています。これは [Synchronization]ウィジェットを使用
して実行され、Smart Licensing Using Policyがサポートされている SSMオンプレミス
導入リリースから利用可能です。

• SSMオンプレミス開始型通信は、ネットワークアドレス変換（NAT）設定の製品イ
ンスタンスではサポートされていません。製品インスタンス開始型通信を使用する必

要があります。さらに、NAT設定の製品インスタンスをサポートするために SSMオ
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ンプレミスを有効にする必要があります。詳細は、このトポロジのワークフローで提

供されます。

リリースごとの変更と拡張：

このセクションでは、このトポロジに影響するリリースごとのソフトウェアの重要な変更と拡

張について概説します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1a以降：

• Virtual Routing and Forwarding（VRF）のサポート

すべてのライセンスデータを CSLUに送信するように VRFを設定できます。そのため、
製品インスタンスは VRFをサポートするインスタンスである必要があります。また、こ
のトポロジを実装する場合は、製品インスタンス開始モードを実装する必要があります。

• RUMレポートスロットリング

製品インスタンス開始モードでは、レポートの最小頻度は1日に制限されます。これは、
製品インスタンスが 1日に複数の RUMレポートを送信しないことを意味します。これに
より、特定のライセンスに対して生成および送信される RUMレポートが多すぎるという
問題が解決されます。また、RUMレポートの過剰な生成によって引き起こされたメモリ
関連の問題とシステムのスローダウンも解決します。

特権 EXECモードで license smart syncコマンドを入力すると、スロットリングの制限を
オーバーライドできます。

RUMレポートスロットリングは、17.3.xトレインの Cisco IOS XEAmsterdam 17.3.6以降の
リリース、および 17.6.xトレインの Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.4以降のリリースにも適
用されます。17.9.1以降、RUMレポートスロットリングは後続のすべてのリリースに適
用されます。

次の手順：

このトポロジを実装するには、トポロジのワークフロー：SSMオンプレミス展開を参照してく
ださい。

SSMオンプレミスの既存のバージョンから移行する場合は、アップグレード関連のさまざまな
アクティビティを実行する順序が重要です。Smart Licensing Using Policyをサポートする SSM
オンプレミスのバージョンへの移行を参照してください。

ユーティリティモード

概要：

これは、必要なライセンスの前払いではなく、ライセンスの実際の使用量に対して支払う後払

いモデルであり、MSLAによって管理されます。
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製品インスタンスはサブスクリプション IDを持つライセンスを使用し、「ユーティリティモー
ド」で有効になっています。製品インスタンスは、すべてのライセンスワークフローを完了す

るために、CSSMと直接、または CSLUや SSMオンプレミスを介して相互作用するように構
成するか、切断モードで動作するように構成できます。製品インスタンスとの通信には、ユー

ティリティモードで動作していることを示すフラグが設定されます。MSLAの使用量がCSSM
に達すると、使用量に応じて課金されます。

ユーティリティモードの製品インスタンスでは、30日ごとに ACKをインストールする必要が
あります。レポートをタイムリーに作成するために、レポートの間隔は7日以内にすることを
推奨します。

ユーティリティモードで実装できるトポロジは次のとおりです。

• CSSMに直接接続（18ページ）

ユーティリティモードでこのトポロジを実装する場合は、スマート転送のみを使用できま

す。つまり、スマート転送を直接使用するか、HTTPプロキシを介したスマート転送を使
用します。

• CSLUを介して CSSMに接続（16ページ）、CSLUは CSSMから切断（24ページ）

• SSMオンプレミス展開（28ページ）

• CSSMへの接続なし、CSLUなし（26ページ）

考慮事項または推奨事項：

• CCWでプリペイドライセンスを注文する場合、後払いの HSECK9ライセンスは注文でき
ません。このライセンスはプリペイドライセンスのみです。

•サードパーティの課金プラットフォームに使用状況レポートを送信することはできませ
ん。使用できるサポートされている代替手段は、CSLUまたは SSMオンプレミスを実装
することです。実装すると CSSMに送信されます。

• CSLUまたは SSMオンプレミスを実装する予定の場合は、Smart Licensing Using Policy環
境に、MSLA対応の必要な最小バージョンをインストールしてください。

• CSLUの場合：バージョン 2.0.0

• SSMオンプレミスの場合：バージョン 8、リリース 202206

次の手順：

サポートされるトポロジの 1つを実装します。

ワークフローのステップはすべて、特に明記されていない限り、ユーティリティモードに適用

されます。

（注）

トポロジのワークフロー：CSSMに直接接続
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トポロジのワークフロー：CSLUを介して CSSMに接続

トポロジのワークフロー：CSLUは CSSMから切断

トポロジのワークフロー：CSSMへの接続なし、CSLUなし

トポロジのワークフロー：SSMオンプレミス展開

他の機能との相互作用

ハイアベイラビリティ

このセクションでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートするソフトウェ

アバージョンを実行するときに、高可用性設定に適用される考慮事項について説明します。次

の高可用性セットアップは、このドキュメントの範囲内です。

1つのアクティブ、1つのスタンバイ、および1つ以上のメンバーで構成されるデバイススタッ
ク

デュアルシャーシセットアップ9（固定またはモジュラ）。一方のシャーシにアクティブ、も

う一方のシャーシにスタンバイがあります。

モジュラシャーシでの、デュアルシャーシとデュアル RPのセットアップ10。ここでも 2つの
シャーシが関係し、1つのシャーシにアクティブ RP、もう 1つのシャーシにスタンバイ RPが
あります。デュアル RPとは、最小要件である 1つのシャーシだけに追加のシャーシ内スタン
バイ RP、または各シャーシにシャーシ内スタンバイ RPがあることを指します。

Cisco vManageを使用して製品インスタンスを管理する場合、すべてのデバイスにライセンス
が必要です。高可用性はサポートされていません。

（注）

高可用性セットアップでの承認コード要件

使用前に承認が必要なライセンスを使用していて（SLACまたは SLR、PLRなど）、上記の高
可用性セットアップのいずれかを使用している場合、必要な承認コードの数は、UDIの数に対
応します。

•アクティブとスタンバイの UDIが同じ場合は、1つの承認コードのみが必要です。これ
は、UDIが（個々の RPにではなく）シャーシにある場合です。

•高可用性セットアップで 2つのシャーシが関係している場合は、各シャーシに専用のUDI
があるため、専用の承認コードが必要です。

•デバイススタックの場合は、アクティブな場合のみ承認コードが必要です。

9 Cisco Catalystスイッチで使用可能な Cisco StackWise Virtual機能が、このようなセットアップの例です。
10 Cisco Catalystスイッチで使用可能なルートプロセッサ冗長性を備えたクアッドスーパーバイザが、このようなセットアップの例です。
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UDI情報を表示するには、特権 EXECモードで show license udiコマンドを使用します。高可
用性セットアップの場合は、すべての UDIが表示されます。

高可用性セットアップでの信頼コード要件

必要な信頼コードの数は、UDIの数によって異なります。アクティブな製品インスタンスは、
高可用性セットアップのすべてのデバイスに対する要求を送信し、ACKで返されるすべての
信頼コードをインストールできます。

高可用性セットアップでのポリシー要件

高可用性セットアップにのみ適用されるポリシー要件はありません。スタンドアロン製品イン

スタンスの場合と同様に、高可用性セットアップにも1つのポリシーのみが存在し、これがア
クティブになります。アクティブのポリシーは、設定のすべてのスタンバイまたはメンバーに

適用されます。

高可用性セットアップでの製品インスタンス機能

このセクションでは、高可用性セットアップでの一般的な製品インスタンス機能と、新しいス

タンバイまたはメンバーが既存の高可用性セットアップに追加された場合の製品インスタンス

の動作について説明します。

承認コードと信頼コードの場合：アクティブな製品インスタンスは、スタンバイおよびメン

バーの承認コードと信頼コードを（必要な場合に）要求し、インストールできます。

ポリシーの場合：アクティブな製品インスタンスがスタンバイと同期します。

レポートの場合：アクティブな製品インスタンスのみが使用状況を報告します。アクティブ

は、高可用性セットアップのすべてのデバイス（スタンバイまたはメンバーを適宜）の使用状

況情報を報告します。スケジュールされたレポートに加えて、次のイベントがレポートをトリ

ガーします。

•スタンバイの追加または削除。RUMレポートには、新しく追加または削除されたスタン
バイまたはメンバーに関する情報が含まれます。

•スイッチオーバー。

•リロード。

上記のいずれかのイベントが発生すると、show license status特権EXECコマンドの [Next report
push]の日付が更新されます。ただし、レポートが製品インスタンスによって送信されるかど
うかは、実装されたトポロジと関連するレポート方法で決まります。たとえば、製品インスタ

ンスが切断されているトポロジ（[Transport Type]が [Off]）を実装した場合は、[Next report push]
の日付が更新されても、製品インスタンスは RUMレポートを送信しません。

新規メンバーまたはスタンバイ追加の場合：

• CSLUに接続されている製品インスタンスは、それ以上のアクションを実行しません。

• CSSMに直接接続されている製品インスタンスは、信頼の同期を実行します。信頼の同期
には、次のものが含まれます。
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スタンバイまたはメンバーに信頼コードがまだインストールされていない場合は、信頼

コードのインストール。

信頼コードがすでにインストールされている場合は、信頼の同期プロセスにより、新しい

スタンバイまたはメンバーがアクティブと同じスマートアカウントおよびバーチャルアカ

ウントにあることが保証されます。そうでない場合、新しいスタンバイまたはメンバー

は、アクティブと同じスマートアカウントとバーチャルアカウントに移動されます。

承認コード、ポリシー、および購入情報のインストール（該当する場合）

現在の使用状況情報を含む RUMレポートの送信。

アップグレード

このセクションでは、次の点について説明します。

•以前のライセンスモデルから Smart Licensing Using Policyへの移行

以前のライセンスモデルから、ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートす

るソフトウェアイメージにアップグレードした後は、ポリシーを使用したスマートライセ

ンシングが唯一のサポートされるライセンスモデルであり、製品インスタンスはライセン

スの変更なしで動作し続けます。ただし、ライセンスワークフローのすべての側面が期待

どおりに機能し続けるように、他の設定が必要な場合があります。このセクションでは、

そのような変更の概要について説明します。このポリシーを使用したスマートライセンシ

ングへの移行セクションでは、移行シナリオの例を示します。

• Smart Licensing Using Policy環境でのアップグレード：アップグレード元のソフトウェア
バージョンとアップグレード先のソフトウェアバージョンの両方で、SmartLicensingUsing
Policyがサポートされます。

アップグレード前に現在のライセンシングモデルを識別する

ポリシーを使用したスマートライセンシングにアップグレードする前に、製品インスタンスで

有効な現在のライセンスモデルを確認するには、特権 EXECモードで show license allコマンド
を入力します。このコマンドにより、RTUライセンスモデルを除くすべてのライセンスモデル
に関する情報が表示されます。show license right-to-use特権 EXECコマンドでは、ライセンス
モデルが RTUの場合にのみライセンス情報が表示されます。

アップグレードが既存ライセンスの適用タイプに与える影響

ポリシーを使用したスマートライセンシングをサポートするソフトウェアバージョンにアップ

グレードする場合、既存のPLR、SLR、CSL、PAK、およびRTUライセンスの処理方法は、適
用タイプによって異なります。

•アップグレード前に使用されていた不適用ライセンスは、アップグレード後も引き続き使
用できます。
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PAKライセンスを使用している場合は、システムによる PAKライセンスの処理方法の変
更と、使用可能なオプションをよく理解してください。詳細については、PAKライセンス
のスナップショット （47ページ）を参照してください。

•アップグレード前に使用されていた適用ライセンスは、必要な承認が存在する場合、アッ
プグレード後も引き続き使用できます。これは、アップグレード時にシステムによって認

証されます。必要な承認が存在しない場合は、使用する前にSLACをインストールする必
要があります。SLACの手動要求と自動インストールを参照してください。

•アップグレード前に使用されていた輸出規制ライセンスは、必要な承認が存在する場合、
一般的にはアップグレード後も引き続き使用できます。

ただし、例外があります。アップグレード前に、製品インスタンスがスマートアカウント

に登録されており、CSSMには 250 Mbpsを超えるスループットが許可されるように輸出
規制フラグのみが有効になっていて、輸出規制ライセンス（HSECK9）が有効になってい
ない場合は、Smart LicensingUsing Policyへの移行の一部として、さらにいくつかの手順を
実行する必要があります。これは、米国の輸出規制により、250Mbpsを超えるスループッ
トを許可する方法として輸出規制フラグのみの使用が許可されなくなったためです。

•仮想製品インスタンス（Cisco Cloud Services Router 1000v（CSR 1000v）または Cisco
Integrated Services Virtual Router（ISRv））でスループットが 250 Mbpsを超え、CSSM
で輸出規制フラグのみが有効になっている場合は、設定の要件に従って手順を進めま

す。

• SLR設定のスループットが 250 Mbpsを超える CSR 1000vまたは ISRv：最初に
SLR承認コードを更新して、該当する HSECK9ライセンスを含めてから、製品
インスタンスのみをアップグレードします。これにより、アップグレード後もス

ループットが中断されなくなります。

このシナリオでは、最初に SLR承認コードを更新せずにソフト
ウェアイメージをアップグレードして HSEK9ライセンスを含め
ると、Smart LicensingUsingPolicyへのアップグレード後は、SLAC
がインストールされるまで、スループットが 250 Mbpsに設定さ
れます。SLACのインストール後すぐに、最後に設定した値が復
元されます。

（注）

製品固有のHSECK9ライセンスの名前については、ルーティング製品インスタン
スの HSECK9ライセンスマッピングテーブルを参照してください。移行シナリ
オ例については、例：スマートライセンス（スループットが 250 Mbpsを超える
SLR、輸出規制ライセンスなし）から Smart Licensing Using Policyへを参照して
ください。

• CSSMに接続され、自律モードのスループットが 250 Mbpsを超える CSR 1000v
またはISRv：250Mbpsを超えるスループットがスタートアップコンフィギュレー
ションの一部であることを確認します。また、CSSM内の対応するスマートアカ
ウントとバーチャルアカウントで該当するHSECK9ライセンスのバランスがプラ
スであることも確認します。アップグレード前のアクションは必要ありません。
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製品インスタンスがCSSMに接続されている限り、アップグレード時に製品イン
スタンスは自動的にHSECK9要求をトリガーし、SLACをインストールします。

•スループットが 250 Mbpsを超え、CSSMに輸出規制フラグのみが設定されており、
CSSMに接続されている自立モードの物理製品インスタンス（Cisco 1000シリーズ
サービス統合型ルータ（ISR1000）、Cisco4000シリーズサービス統合型ルータ（ISR
4000）、またはCisco1000シリーズアグリゲーションサービスルータ（ASR1000））
の場合：license feature hseck9コマンドがスタートアップコンフィギュレーションに
設定されており、CSSM内の対応するスマートアカウントとバーチャルアカウントで
該当するHSECK9ライセンスのバランスがプラスであることを確認します。アップグ
レード前のアクションは必要ありません。アップグレード時に製品インスタンスが

CSSMに接続されている限り、製品インスタンスは自動的にHSECK9要求をトリガー
し、SLACをインストールします。

•物理製品インスタンスまたは仮想製品インスタンスの場合、CSSMで輸出規制フラグ
のみを使用して 250 Mbpsを超えるスループットがあり、SD-WANコントローラモー
ドで動作している場合：アップグレード後にSLACを要求してインストールする必要
があります。アップグレードが完了したら、CSSMからの SLACの生成とファイルへ
のダウンロードを実行し、次に製品インスタンスへのファイルのインストールを実行

します。

対照的に、輸出規制ライセンスが以前のライセンス環境にある次のシナリオでは、アップ

グレード後に SLACを再度インストールする必要がないことに注意してください。

•製品インスタンス（Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータや Cisco 4000シリーズ
サービス統合型ルータなど）に、スマートアカウントに登録されたHSECK9ライセン
スがあり、CSSMで輸出規制フラグが有効になっている場合、ポリシーを使用したス
マートライセンシングにアップグレード後に、承認コードが適用されます。ライセン

ス使用状況情報は、アップグレード後にのみCSSMと同期する必要があります。SLAC
を再度インストールする必要はありません。例：スマートライセンス（登録済みおよ

び承認済みのライセンス）から Smart Licensing Using Policyへを参照してください。

•アップグレード前に製品インスタンスに HSECK9 PAKライセンスが存在した場合、
アップグレード後に SLACを再度インストールする必要はありません。例：Ciscoソ
フトウェアライセンシング（PAKライセンス）から Smart Licensing Using Policyへを
参照してください。

PAKライセンスを使用している場合は、システムによる PAKライセンスの処理方法
の変更と、使用可能なオプションをよく理解してください。詳細については、PAKラ
イセンスのスナップショット （47ページ）を参照してください。

•製品インスタンスにHSECK9ライセンスを含むSLR承認コードが含まれていた場合、
ポリシーを使用したスマートライセンシングにアップグレード後にライセンスが適用

されるため、SLACを再度インストールする必要はありません。例：スマートライセ
ンス（輸入規制ライセンスを使用した SLR）から Smart Licensing Using Policyへを参
照してください。
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アップグレードが既存ライセンスのレポートに与える影響

ポリシーを使用したスマートライセンシングへの移行後のレ

ポート要件

既存ライセンス

使用されているライセンスによって異なります。

サポートされるトポロジの移行および展開後、show license
usageコマンドの出力で Next ACK deadlineフィールドを参照

して、レポートが必要かどうか、およびいつ必要かを確認し

ます。

使用権（RTU）

ポリシーによって異なります。スマートライセンシング（登

録および承認済みライセン

ス）

ライセンス消費に変更がある場合にのみ必要です。

既存の SLR承認コードは、ポリシーを使用したスマートライ
センシングへのアップグレード後に既存のライセンス消費を

承認します。

特定のライセンス予約（SLR）

ライセンス消費に変更がある場合にのみ必要です。

PAKライセンスには永続的な有効期間がありますが、ライセ
ンス消費に変更がある場合はレポートが必要です。

また、システムによるPAKライセンスの処理方法の変更と、
使用可能なオプションをよく理解してください。詳細につい

ては、PAKライセンスのスナップショット （47ページ）を
参照してください。

製品認証キー（PAK）

不要。

PLRライセンスには永続的な有効期間があり、ライセンス消
費に変更がある場合でもレポートは必要ありません。

パーマネントライセンス予約

（PLR）

不要。

CSLライセンスには永続的な有効期間があり、ライセンス消
費に変更がある場合でもレポートは必要ありません。

Ciscoソフトウェアライセンシ
ング（CSL）

シスコのデフォルトポリシーのレポート要件に基づいていま

す。

評価ライセンスまたは期限切

れライセンス

アップグレードが既存ライセンスの転送タイプに与える影響

既存の設定で転送タイプが設定されている場合、ポリシーを使用したスマートライセンシング

へのアップグレード後も転送タイプが保持されます。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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スマートライセンシングの以前のバージョンと比較した場合、ポリシーを使用したスマートラ

イセンシングでは追加の転送タイプを使用できます。デフォルトの転送モードにも変更があり

ます。次の表に、これがアップグレードに与える影響を示します。

アップグレード後の転送タイ

プ

アップグレード前のライセン

スまたはライセンスの状態

アップグレード前の転送タイ

プ

cslu（ポリシーを使用したス
マートライセンシングのデ

フォルト）

評価デフォルト（callhome）

offSLR

PLR

callhome登録

off評価smart

offSLR

PLR

smart登録

csluN/A

たとえば、既存のライセンス

モデルが RTUまたは PAKの
場合。

N/A

たとえば、既存のライセンス

モデルが RTUまたは PAKの
場合。

アップグレードがトークン登録プロセスに与える影響

以前のバージョンのスマートライセンシングでは、CSSMへの登録と接続にトークンが使用さ
れていました。IDトークンの登録は、Smart Licensing Using Policyでは不要です。トークン生
成機能は、CSSMで引き続き使用でき、Smart LicensingUsing Policy環境の特定のトポロジで信
頼を確立するために使用されます。

インサービスソフトウェアアップグレード

あるリリースから別のリリースにアップグレードする場合、ISSU方式を使用することで、適
用（エンフォースメント）、レポート、および転送の面では通常のアップグレードと同じルー

ルに従います（上記を参照）。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する追加の考慮事項は適用されません。

Smart Licensing Using Policy環境内のアップグレード

この項では、Smart Licensing Using Policyがサポートされているリリースから Smart Licensing
Using Policyがサポートされているリリースに製品インスタンスをアップグレードする場合に
適用される、リリース固有の考慮事項またはアクションについて説明します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降、RUMレポートは処理時間を短縮する形式で保存されま
す。古い形式と新しい形式の違いによって生じる使用状況レポートの不整合を避けるために、

Smart Licensing Using Policyをサポートする以前のリリースから Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a
以降のリリースにアップグレードする場合は、標準的な方法として1回の使用状況レポートを
完了することをお勧めします。

ダウングレード

ここでは、以前のライセンスモデルへのダウングレードについて説明します。また、Smart
Licensing Using Policy環境内のダウングレードに関連する情報についても説明します。

新規展開のダウングレード

このセクションでは、Smart LicensingUsing Policyがデフォルトで有効になっているソフトウェ
アバージョンで新しく購入した製品インスタンスが、Smart Licensing Using Policyがサポート
されていないソフトウェアバージョンにダウングレードされた場合に適用される考慮事項とア

クションについて説明します。

ダウングレードの結果は、Smart LicensingUsing Policy環境での操作中に信頼コード（信頼コー
ド（15ページ））がインストールされたかどうかによって異なります。ダウングレード先の
リリースによっては、さらにアクションが必要になる場合があります。

ポリシーを使用したスマートライセンシング環境で実装したトポロジが「CSSMに直接接続」
である場合、トポロジ実装の一部として信頼コードが必要であるため、信頼コードのインス

トールが想定または仮定されます。他のトポロジでは、信頼の確立は必須ではありません。そ

のため、他のトポロジのいずれかを使用する製品インスタンスをダウングレードすると、ス

マートライセンシング環境で適用される手順に従って、ライセンスを登録済みおよび承認済み

の状態に復元する必要が生じます。次の表を参照してください。

•ポリシーを使用したスマートライセンシング環境で信頼が確立された場合、製品インスタ
ンスはダウングレード後に CSSMとの信頼を更新しようとします。

更新が正常に完了すると、ライセンスは登録済みの状態になり、以前のバージョンのス

マートライセンシングが製品インスタンスで有効になります。

•ポリシーを使用したスマートライセンシング環境で信頼が確立されなかった場合、製品イ
ンスタンスのライセンスはダウングレード後に評価モードになり、スマートライセンシン

グの以前のバージョンが製品インスタンスで有効になります。

Smart Licensing Using Policy環境内のダウングレード

この項では、Smart Licensing Using Policyがサポートされているリリースから Smart Licensing
Using Policyがサポートされている別のリリースに製品インスタンスをダウングレードする場
合に適用される、リリース固有の考慮事項またはアクションについて説明します。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降、RUMレポートは処理時間を短縮する形式で保存されま
す。古い形式と新しい形式の違いによって生じる使用状況レポートの不整合を避けるために、

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a以降のリリースから Smart Licensing Using Policyをサポートする

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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以前のリリースにダウングレードする際に、1回の使用状況報告を完了することをお勧めしま
す。

従来のライセンスの変更点
ここでは、Smart Licensing Using Policy環境で引き続きサポートされるために、特定の従来の
ライセンスで実施されている変更について説明します。変更には、自動的に実行されるアク

ション、ユーザーが実行する必要があるアクション、または両方のアクションが含まれる場合

があり、適宜呼び出されます。

デバイスに固有の HSECK9ライセンスの段階的廃止
HSECK9ライセンスは、さまざまな Ciscoアグリゲーション、サービス統合型、およびクラウ
ドサービスルータでサポートされています。Cisco1000シリーズサービス統合型ルータとCisco
4000シリーズサービス統合型ルータでは、ライセンス名はルータモデルに従ってタグ付けさ
れます（たとえば、HSECK9ライセンスを使用しているCisco 4461サービス統合型ルータでは
「ISR_4400_Hsec」を使用します）。

このセクションでは、このようなデバイスに固有の HSECK9ライセンスの変更点、その変更
がユーザーに与える影響、取らなければならない可能性があるアクション（ある場合）、デバ

イスに固有の HSECK9ライセンスの所有者が使用できるオプションについて説明します。

デバイスに固有の HSECK9ライセンスのリストについては、「ルーティング製品インスタン
スの HSECK9ライセンスマッピングテーブル」を参照してください。

デバイスに固有の HSECK9ライセンスの変更点

Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータと Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータで使
用可能なデバイスに固有の HSECK9ライセンスは、HSECK9ライセンスの管理を簡素化する
ために段階的に廃止されます。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1a以降、HSECK9ライセンスは、（ISR_4331_Hsecなどの）ルー
タモデルに応じてタグ付けされるのではなく、Router US Export Lic for DNA（DNA_HSEC）と
してタグ付けされます。これらの製品の新しい HSECK9ライセンスを購入する場合は、
DNA_HSECを購入する必要があります。

製品インスタンスで実行されているソフトウェアバージョンが Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1a
以降の場合は、次のような影響があります。

•すでに使用中のデバイスに固有の HSECK9ライセンスは引き続きサポートされるため、
これ以上のアクションは必要ありません。

• CSSMのスマートアカウントとバーチャルアカウントで未使用のデバイスに固有のHSECK9
ライセンスは、引き続き製品インスタンスで使用できます。複数のオプションが用意され

ており、適切なオプションで続行できます。詳細については、以下の「HSECK9ライセン
スで使用可能なオプション」セクションを参照してください。
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HSECK9ライセンスの注文の詳細については、「HSECK9ライセンスの注文情報」を参照して
ください。

この変更の影響を受ける製品インスタンス

Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータ、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ

HSECK9ライセンスで使用可能なオプション

次の表に、未使用のデバイスに固有のHSECK9ライセンスの所有者として使用可能なオプショ
ンに関する情報を示します。また、アクションは必要ないものの、説明や確認のために提供さ

れている追加のシナリオについても説明します。

以下の表で使用されている重要な用語と略語の説明と定義：

•デバイスに固有の HSECK9ライセンス：デバイスモデルにタグ付けされた HSECK9ライ
センス名を指します。

• DNA_HSEC：Router US Export Lic for DNA

•オナー（HSECK9ライセンス）：HSECK9形式が製品インスタンスに存在する場合、
HSECK9または輸出規制対象の機能を使用できることを意味します。ただし、その形式で
新しい HSECK9ライセンスをインストールすることはできません。

• SLP：ポリシーを使用したスマートライセンシング

• SL：スマートライセンス

• PAK：製品アクティベーションキー

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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表 7 : HSECK9ライセンスで使用可能なオプション

結果と必要なアクション（該当する

場合）

製品インスタンス

の現在のソフト

ウェアバージョン

CSSMの HSECK9
権限タイプ

現在の状態

HSECK9ライセンスを使用する場合
は、次のいずれかのオプションを選

択します。

•オプション 1：デバイスに固有
の HSECK9ライセンスの SLAC
をオフラインモードでインス

トールします。

「CSSMからの SLACの生成と
ファイルへのダウンロード」と

「製品インスタンスへのファイ

ルのインストール」の手順を実

行します。

•オプション 2：CCWから
DNA-HSEC-UPGD=を無料で入
手し、デバイスに固有の

HSECK9ライセンスを
DNA_HSECに変換して
DNA_HSECを使用するための
SLACをインストールします。

「デバイスに固有のHSECK9ラ
イセンスの変換」の手順を実行

し、導入したトポロジに従って

DNA_HSECの SLACをインス
トールします。

•オプション 3：

1. 17.3.x～ 17.5.xの任意のリ
リースにダウングレードし

ます。

2. 導入したトポロジに従って
デバイスに固有の HSECK9
ライセンスの SLACをイン
ストールします。

3. Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1a以降のリリースに戻
します。

Cisco IOS XE
Bengaluru 17.6.1a
以降

デバイスに固有の

HSECK9ライセン
ス

製品インスタンス

が HSECK9ライ
センスを使用して

いない。
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結果と必要なアクション（該当する

場合）

製品インスタンス

の現在のソフト

ウェアバージョン

CSSMの HSECK9
権限タイプ

現在の状態

HSECK9ライセンスを使用する場合
は、導入したトポロジに従って

DNA_HSECのSLACをインストール
します。

Cisco IOS XE
Bengaluru 17.6.1a
以降

DNA_HSEC製品インスタンス

が HSECK9ライ
センスを使用して

いない。

HSECK9ライセンスを使用する場合
は、導入したトポロジに従ってデバ

イスに固有のHSECK9ライセンスの
SLACをインストールします。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2
～ Cisco IOS XE
Bengaluru 17.5.x
の任意のリリース

デバイスに固有の

HSECK9ライセン
ス

製品インスタンス

が HSECK9ライ
センスを使用して

いない。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.2以降
のリリースにアップグレードする場

合、これ以上のアクションは必要あ

りません。

Device-LedConversion（DLC）がアッ
プグレード時に自動的にトリガーさ

れ、HSECK9 PAKライセンスか
HSECK9ライセンスを含むSLR承認
コードが適用されます。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.1
以前のリリース

デバイスに固有の

HSECK9ライセン
ス

または

DNA_HSEC

製品インスタンス

が HSECK9 PAK
ライセンスか

HSECK9ライセン
スを含む SLR承
認コードを使用し

ている。

これ以上のアクションは必要ありま

せん。

使用されているHSECK9ライセンス
が適用されます。

17.3.xトレインの
Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.4
以降のリリース

（17.3.4以上）。

または

17.4.xトレインの
Cisco IOS XE
Bengaluru 17.4.2
以降のリリース

（17.4.2以上）。

または

Cisco IOS XE
Bengaluru 17.5.x
（17.5.x）

デバイスに固有の

HSECK9ライセン
ス

または

DNA_HSEC

製品インスタンス

が HSECK9ライ
センスを使用して

いる。
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結果と必要なアクション（該当する

場合）

製品インスタンス

の現在のソフト

ウェアバージョン

CSSMの HSECK9
権限タイプ

現在の状態

DNA_HSECが CSSMの権限タイプ
である場合、それは CCWでソフト
ウェアバージョン17.6.1a以降のデバ
イスが注文されたことを意味しま

す。

さらに、DNA_HSECとハードウェア
が同時に購入された場合、SLACは
出荷時にインストールされます。イ

ンストールされていない場合は、次

のいずれかの方法で SLACをインス
トールしてください（いずれかのオ

プションを選択します）。

•オプション 1：DNA_HSECライ
センスの SLACをオフライン
モードでインストールします。

「CSSMからの SLACの生成と
ファイルへのダウンロード」と

「製品インスタンスへのファイ

ルのインストール」の手順を実

行します。

•オプション 2：

1. Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1a以降のリリースに
アップグレードします。

2. 導入したトポロジに従って
DNA_HSECの SLACをイン
ストールします。

3. 必要なリリースに戻します
（ダウングレードしま

す）。

17.3.4以上、
17.4.2以上、また
は 17.5.x

DNA_HSEC製品インスタンス

が HSECK9ライ
センスを使用して

いない。
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結果と必要なアクション（該当する

場合）

製品インスタンス

の現在のソフト

ウェアバージョン

CSSMの HSECK9
権限タイプ

現在の状態

オプションとして使用で

きますが、関連するリ

リースのソフトウェアメ

ンテナンスが終了してい

るため、この変換は推奨

されません。

（注）

DNA_HSECライセンスをデバイスに
固有のHSECK9ライセンスに変換す
る場合は、次のプロセスを実行しま

す。

1. Support Case Managerに移動しま
す。[OPENNEWCASE]をクリッ
クし、[Software Licensing]を選択
します。

ダウングレードの理由を記載し、

既存の HSECライセンスの購入
証明書を提示します。

2. サポートチームから連絡があり、
デバイスに固有の HSECK9スペ
ア（ISR4330の場合は
FL-4330-HSEC-K9=など）の発注
書を 100%割引で作成するよう
求められます。

3. サポートチームが発注書と同じ
数のDNA_HSECライセンスを取
り消します。また、割引の内部

承認を求めるといった要求の処

理も行います。承認されると注

文が処理されます。

4. CSSMのスマートアカウントと
バーチャルアカウントに該当す

る数のデバイスに固有の

HSECK9ライセンスが保管され
ます。

Cisco IOS XE
Everest 16.10.1a～
Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.1

DNA_HSECSLACがインス
トールされている

かどうかわからな

い。
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結果と必要なアクション（該当する

場合）

製品インスタンス

の現在のソフト

ウェアバージョン

CSSMの HSECK9
権限タイプ

現在の状態

オプションとして使用で

きますが、関連するリ

リースのソフトウェアメ

ンテナンスが終了してい

るため、この変換は推奨

されません。

（注）

デバイスに固有のHSECK9ライセン
スをPAKHSECK9ライセンスに変換
する場合は、ケースをオープンしま

す。

Support CaseManagerに移動します。
[OPEN NEW CASE]をクリックし、
[Software Licensing]を選択します。

サポートチームからプロセスの開始

や追加情報について連絡がありま

す。

Cisco IOS XE Fuji
16.9.x

デバイスに固有の

HSECK9ライセン
ス

SLACがインス
トールされている

かどうかわからな

い。

表 8 : HSECK9ライセンスが使用されるライセンスモデルとリリースマトリックス

SLP：SLACと DNA_HSECのサポートSLP：SLACとデバイスに固有の HSECK9のサポートHSECK9を含むSLRのサポー
ト

PAK HSECK9のサポートリリースで使用可能なライセン

スモデル

リリース

N/AN/AN/A対応PAK16.9以下

N/AN/A対応オナーSL16.10.1a～ 17.3.1

非対応対応オナーオナーSLP17.3.2～ 17.3.3、17.4.1

オナーまたはオフラインインストール対応オナーオナーSLP17.3.4以上、17.4.2以上、17.5.x

対応オナーまたはオフラインインストールオナーオナーSLP17.6.1a以上

PAKライセンスのスナップショット
システムの製品アクティベーションキー（PAK）ライセンスの処理方法は大幅に変更されてい
ます。ここでは、変更内容、変更がユーザーに与える影響、実行する必要があるアクション

（ある場合）、および PAKライセンス所有者が利用できるオプションについて説明します。
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PAKライセンスとは

PAKフルフィルメントを使用して発行されるライセンスは、PAKライセンスと呼ばれます。
たとえば、Cisco ASR 1000で使用可能な「adventerprise」ライセンスは PAK履行済みにするこ
とができ、Cisco 4000シリーズ ISRで使用できる「securityk9」ライセンスも PAK履行済みに
できます。同様に、さまざまなシスコルータで利用可能な HSECK9ライセンスは、PAK履行
済みにできます。

PAKライセンスの変更点：PAKライセンスのスナップショット

Cisco IOS XE Dublin 17.11.1a以降、PAKライセンスを管理するライブラリはソフトウェアイ
メージから削除されています。既存の PAKライセンスを引き続きサポートおよび受け入れる
ために、次のアクションが自動的に実行されます。

• PAKライセンスのスナップショットが作成されます。このスナップショットは、スナップ
ショットの時点における PAKライセンスの永続的な記録として機能します。

• Device-Led Conversion（DLC）プロセスがトリガーされます。DLC後、PAK履行済みライ
センスをスマートアカウントで使用できます。

製品インスタンスで実行されているソフトウェアバージョンが次のいずれかである場合にの

み、PAKライセンスのスナップショットが作成されます。

• 17.3.xトレインの Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.5以降のリリース。

• 17.6.xトレインの Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.2以降のリリース。

• 17.7.xトレインの Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1以降のリリース、および後続のトレインの
すべてのリリース、つまり Cisco IOS XE Cupertino 17.8.x、Cisco IOS XE Cupertino 17.9.x、
および Cisco IOS XE Dublin 17.10.xまで。

前述のリリースおよびトレイン以前の場合のみ、PAKライセンスのスナップショットが作成さ
れます。Cisco IOS XE Dublin 17.11.1a以降、PAK管理ライブラリは廃止され、スナップショッ
トを作成するためのプロビジョニングは利用できなくなりました。Cisco IOSXEDublin 17.11.1a
以降のソフトウェアイメージは、PAKライセンスに関するスナップショット情報のみに依存し
ています。

スナップショットのない PAKライセンスがあり、Cisco IOS XE Dublin 17.11.1a以降のリリース
にアップグレードする場合は、2回アップグレードする必要があります。まず、PAKライセン
スのスナップショットと完全な DLCが作成される前述のリリースのいずれかにアップグレー
ドしてから、必要な後続のリリースに再度アップグレードします。

注意

PAKのパーマネントライセンスのみが受け入れられ、PAKの評価ライセンスは受け入れられ
ません。

スナップショットが作成されると、PAKライセンスへの変更はサポートされなくなります。ス
ナップショットの作成後に、ソフトウェアバージョンを以前のリリースにダウングレードし、
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PAKライセンスに変更を加え（返却を含む）、後続のリリースに戻した場合でも、PAKライ
センスの変更はサポートされません。

製品インスタンスの PAKライセンスのスナップショットが作成されているか確認するには、
特権 EXECモードで show platform software sl-infra pak-infoコマンドを入力します。スナップ
ショットが作成されている場合、コマンドの出力に次の情報が表示されます。

Device# show platform software sl-infra pak-info
<output truncated>

Pak License Snapshot Information
=================================
Platform Supports PAK License snapshot
PAK License Snapshot integrity check pass
PAK License Snapshot available

<output truncated>

PAKライセンスをサポートする製品インスタンス

以下の製品インスタンスは PAKライセンスをサポートしています。以下の製品インスタンス
のいずれかを使用しており、製品インスタンスで PAKライセンスが使用されている場合は、
「PAKライセンスで利用可能なオプション」を参照して、実行可能な内容の詳細を確認してく
ださい。

• Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

• Ciscoクラウドサービスルータ 1000v

• Catalyst 8000Vエッジソフトウェア（シスコクラウドサービスルータ1000vであり、Cisco
IOS XE Bengaluru 17.4.1以降のリリースへの .binアップグレードが実行されている場合の
み）

PAKライセンスで利用可能なオプション

PAKライセンスを所有している場合は、次の方法で続行できます。

製品インスタンスに複数の PAKライセンスがある場合は、すべてのライセンスの使用を継続
するか、すべてのライセンスを削除して返却します。所有している PAKライセンスを変更す
る必要があると思う場合は、すべての PAKライセンスを削除し、製品インスタンスでスマー
トライセンスを設定して、最初からやり直してください。

（注）

• PAKライセンスがあり、変更を加えずに製品インスタンスで引き続き使用する場合は、
PAKライセンスの使用を継続するを参照してください。

•製品インスタンスに PAKライセンスがあり、そのライセンスを削除する場合は、PAKラ
イセンスの削除を参照してください。
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•障害が発生した製品インスタンスに PAKライセンスがあり、ライセンスを返却または削
除する場合は、障害が発生した製品インスタンスの PAKライセンスの削除を参照してく
ださい。

Smart Licensing Using Policy環境のパーマネントライセンス予約

パーマネントライセンス予約とは

パーマネントライセンス予約（PLR）を使用すると、製品インスタンスの任意のライセンスを
無制限に使用できます。PLRコードは、CSSMによって生成される承認コードであり、ライセ
ンス要求を認証するために製品インスタンスにインストールする必要があります。

PLRは、製品インスタンスがネットワークの外部とオンラインで通信できない高セキュリティ
展開または完全なエアギャップネットワークに適しています。

Smart Licensing Using Policy環境における PLRの要件

Smart Licensing Using Policy環境で PLRを使用するためには、次のものが必要です。

•ソフトウェアバージョン：Cisco IOS XE Dublin 17.10.1a以降。

• PLRコードのバージョン 3。

Smart Licensing Using Policy環境で PLRをサポートする製品インスタンス

• Catalyst 8000Vエッジソフトウェア

•シスコクラウドサービスルータ 1000v（CSRvイメージから Catalyst 8000Vソフトウェア
イメージに .binアップグレード済み）
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既存の PLRの処理方法：アップグレードとダウングレード

結果と影響条件

（このアクションが実行され

た場合）

現在のセットアップ

250 Mbpsを超えるスループッ
トと、HSECK9ライセンスが
必要な輸出規制機能を除き、

有効になっている既存の機能

はすべて受け入れられ、引き

続き機能します。

古いバージョンの PLRコード
は製品インスタンスから削除

されませんが、サポートされ

ません。

スループットを復元し、

HSECK9ライセンスを使用す
るには、PLRコードをバー
ジョン 3にアップグレードし
ます。PLRのアップグレード
を参照してください。

ソフトウェアバージョンCisco
IOS XE Dublin 17.10.1a以降の
リリースへの .binアップグ
レードを実行します。

製品インスタンス：シスコク

ラウドサービスルータ 1000v

PLRステータス：PLRがアク
ティブ化されています。古い

バージョン（バージョン 1ま
たはバージョン 2）の PLR
コードがインストールされて

います。

ソフトウェアバージョン：

Cisco IOS XE Everest 16.5.xか
ら Cisco IOS XE Amsterdam
17.3.x。

250 Mbpsを超えるスループッ
トと、HSECK9ライセンスが
必要な輸出規制機能を除き、

有効になっている既存の機能

はすべて受け入れられ、引き

続き機能します。

古いバージョンの PLRコード
は製品インスタンスから削除

されませんが、サポートされ

ません。

PLRを使用するには、ソフト
ウェアバージョンを Cisco IOS
XE Dublin 17.10.1aにアップグ
レードしてから、PLRコード
をバージョン 3にアップグ
レードする必要があります。

PLRのアップグレードを参照
してください。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.4.x
と Cisco IOS XE Cupertino
17.9.xの間のリリースへの .bin
アップグレードを実行しま

す。

製品インスタンス：シスコク

ラウドサービスルータ 1000v

PLRステータス：PLRがアク
ティブ化されています。古い

バージョン（バージョン 1ま
たはバージョン 2）の PLR
コードがインストールされて

います。

ソフトウェアバージョン：

Cisco IOS XE Everest 16.5.xか
ら Cisco IOS XE Amsterdam
17.3.x。
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結果と影響条件

（このアクションが実行され

た場合）

現在のセットアップ

ダウングレード後、古いバー

ジョンのソフトウェアイメー

ジで PLRコードバージョン 3
を検証できず、受け入れもサ

ポートもできません。

製品インスタンスは、ライセ

ンスがインストールされてい

ないかのように動作します。

PLRコードは製品インスタン
スから削除されません。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.x
以前のリリースにダウング

レードします。

製品インスタンス：シスコク

ラウドサービスルータ 1000v
ルータ（Catalyst 8000Vソフト
ウェアイメージに .binアップ
グレード済み）

PLRステータス：PLRがアク
ティブ化されています。PLR
コードのバージョン 3がイン
ストールされています。

ソフトウェアバージョン：

Cisco IOSXEDublin 17.10.1a以
降。

ダウングレード後、古いバー

ジョンのソフトウェアイメー

ジで PLRコードを検証し、
コードを使用してライセンス

要求を満たすことができま

す。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.x
以前のリリースにダウング

レードします。

製品インスタンス：シスコク

ラウドサービスルータ 1000v
ルータ（Catalyst 8000Vソフト
ウェアイメージに .binアップ
グレード済み）

PLRステータス：PLRアップ
グレードは完了していませ

ん。古いバージョン（バー

ジョン1またはバージョン2）
の PLRコードがインストール
されています。

ソフトウェアバージョン：

Cisco IOSXEDublin 17.10.1a以
降。

Smart Licensing Using Policy環境での PLRのアクティブ化、アップグレード、非アクティブ化

• Catalyst 8000Vエッジソフトウェアに PLRを実装する場合は、PLRのアクティブ化を参照
してください。

•シスコクラウドサービスルータ1000vルータで .binアップグレードを実行していて、PLR
の使用を継続する場合は、PLRのアップグレードを参照してください。

• PLRを無効にする場合は、PLRの非アクティブ化を参照してください。

ポリシーを使用したスマートライセンシングに関する情報
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Smart Licensing Using Policy環境のパーマネントライセンス予約

b-sl-using-policy_chapter5.pdf#nameddest=unique_74
b-sl-using-policy_chapter5.pdf#nameddest=unique_73
b-sl-using-policy_chapter5.pdf#nameddest=unique_75


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


